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以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて正規分布表を用いてもよい。

また，小数の形で解答する場合，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入し，解答せよ。

途中で割り切れた場合，指定された桁まで�にマークすること。

���　袋の中に白球が���個，赤球が���個入っている。この袋の中から同時に���個の球を取り

　出すとき，白球の個数を�:�とする。確率変数�:�について�3 � 
 : �  
ア

イウ
，

　3 � 
 : �  
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カキ

イウ
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ク

イウ
�であり，期待値��平均�

　は�
ケコ

サ
，分散は�

シス

セソ
�である。

���　確率変数�=�が標準正規分布に従うとき�3 � 
�� タ �= タ �  �����が成り立

　つ。 タ �に当てはまる最も適切なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

　�　����　　　　　�　����　　　　　�　����　　　　　�　����

���　母標準偏差�U�の母集団から，大きさ�Q�の無作為標本を抽出する。ただし，Q�は十分

　に大きいとする。この標本から得られる母平均�P�の信頼度��信頼係数�����％�の信頼区間

　を�$�P�%�とし，この信頼区間の幅� �/ �を� �/  %�$�で定める。

　この標本から得られる信頼度����％�の信頼区間を�&�P�'�とし，この信頼区間の幅

　 �/ �を� �/  '�& �で定めると�
�/

�/
 チ �� ツ �が成り立つ。また，同じ母集団か

　ら，大きさ��Q�の無作為標本を抽出して得られる母平均�P�の信頼度����％�の信頼区間を

　(�P�)�とし，この信頼区間の幅� �/ �を� �/  )�(�で定める。このとき�

　
�/

�/
 テ �� ト �が成り立つ。
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���　\ [� �のグラフと�\ 
[

� �
�

�
�のグラフは� カ �である。

　\ [� �のグラフと�\ �ORJ [ �のグラフは� キ �である。

　\ �ORJ [ �のグラフと�\ �
�

ORJ [ �のグラフは� ク �である。

　\ �ORJ [ �のグラフと�\ �ORJ
�

[
�のグラフは� ケ �である。

　 カ �～� ケ �に当てはまるものを，次の��～��のうちから一つずつ選べ。ただし，

　同じものを繰り返し選んでもよい。

　�　同一のもの　　　　　　����　[�軸に関して対称

　�　\�軸に関して対称　　　　�　直線�\ [�に関して対称

���　[!��の範囲における関数�\ 
�

� ��ORJ
[

�
�� �ORJ [���の最小値を求めよう。

　W �ORJ [ �とおく。このとき，\ �W � コ W� サ �である。

　また，[�が�[!��の範囲を動くとき，W�のとり得る値の範囲は� シ �である。 シ �に

　当てはまるものを，次の��～��のうちから一つ選べ。

　�　W!�　　　　　　　　���　W!�

　�　W!��かつ�W
�　　　　�　実数全体

　したがって，\�は�W ス �のとき，すなわち�[ セ �のとき，最小値� ソタ �を

　とる。
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N�を正の定数として�� �FRV [� �VLQ [�N�
�
�FRV [ ��

�
�VLQ [
 �　……�①��を満たす[�に

ついて考える。

���　��[�
S

�
�の範囲で�①�を満たす�[�の個数について考えよう。

　①�の両辺に� �VLQ [ �FRV [ �をかけ，��倍角の公式を用いて変形すると��

　�
�VLQ �[

ア ��N FRV  �[ �　……�②��を得る。

　したがって，N�の値に関係なく，[ 
S

イ
�のときは常に�①�が成り立つ。

　また，��[�
S

�
�の範囲で��� �VLQ �[���であるから，N!

ウ

エ
�のとき，①�を

　満たす�[�は�
S

イ
�のみである。

　一方，��N�
ウ

エ
�のとき，①�を満たす�[�の個数は� オ �個であり，N 

ウ

エ
�

　のときは� カ �個である。

���　N 
�

��
�とし，

S

�
�[�

S

�
�の範囲で�①�を満たす�[�について考えよう。

　②�により�VLQ�[ 
キ

ク
�であるから��FRV  �[

ケコ

サ
��である。

　したがって��FRV  [ ( シ

ス
��である。
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△$%&�において，辺�$%�を��：��に内分する点を�/，辺�$&�の中点を�0，線分�&/�と

線分�%0�の交点を�3�とする．線分�$3�の延長線が線分�%&�と交わる点を�1�とする．

���　$3�を�$%�と�$&�を用いて表せ．

���　$1�を�$%�と�$&�を用いて表せ．

���　�$&% K��$& �D�とする．$1�と�%&�が直交するときに，線分�%&��$%�の長さを

　D�と�K�を用いて表せ．


